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─下記の要領でまとめてお送りください（学会最終日までに提出）─

１）要旨は必ずしも必要ありませんが、テキストが長い場合 500 字以内の要旨をご用意ください。

２）本文の構成ははじめに、目的、対象・方法、結果、考察、（結論あるいはまとめ）を原則としま

すが、講演内容に応じて総説的に項目を挙げていただいて結構です。本文は 8,000 字以内でお

願いします。

３）文献は 30 個以内でお願いします。

４）図・表は合わせて 6個以内でお願いします。

５）原稿には表題、著者名、所属名、住所、キーワード（5つまで）を入れてください。原稿データ

は春恒社の登録システム【https://www.sasj2.net/MAS/jpns/】までお送りください。（提出、

修正等に関する問い合わせ先： jpns-edit@shunkosha.com）

６）図・表には必ず表題（必要に応じて簡単な説明も）をつけて下さい。また、組織標本には染色

法と必要に応じて scale bar をつけてください。写真は原寸大で印刷出来る大きさで、かつ鮮

明なものとして下さい。写真はカラー掲載も可とする。

７）図・表などの転載は、その旨を明記し、許諾については著者自身で行ってください。

８）文献は本文に用いられたもののみをあげ、引用番号は本文の引用順とし、本文中の引用個所に

は必ず肩番号をつけてください。また、文献には学会抄録は含まず、下記のように記載してく

ださい。学会発表の抄録や投稿中の論文などは引用しないでください。

９）引用文献の著者氏名は、3名以内の場合は全員を書き、4名以上の場合は 3名連記の上、「ほか」、

あるいは「et al.」としてください。

10）原稿が上記規定に添わない場合、修正が求められることがあります。掲載は無料ですが、規定

ページ数超過分については所定の額を徴収します。また、希望により学会抄録をそのまま転用

することも可能とします。
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